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男男子子ププロロテテニニスス選選手手ののババッッククハハンンドドスストトロローーククににおおけけるる打打球球のの質質  

――トトッッププススピピンンととススラライイススのの打打球球ススピピーードドとと回回転転数数――  
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目目的的  

Goodwill et al.(2007)は、プロ選手の試合中の

バックハンドにおける打球スピードと回転数につ

いてデータを示している。しかし、選手が目標値と

できるようなデータは少なく、トップスピンとスラ

イスといった回転の違いを考慮した報告はほとん

どみられない。本研究では、プロ選手のバックハン

ドにおけるトップスピンとスライスの打球の質の

違いを明らかにすることを目的とした。 

方方法法  

実際のプロ選手のトーナメントにおいて、打球ス

ピードと回転数のデータを取得した。データの収集

には、トラックマンテニスレーダー (Trackman 

Inc.、 Denmark) を用いた。本研究では、バックハ

ンドを両手で打つ選手、片手で打つ選手それぞれの

トップスピンとスライスにおける打球スピードと

回転数を比較した。 

結結果果おおよよびび考考察察  

表1の通り、両手打ち選手のトップスピンにおけ

る打球スピードと回転数はそれぞれ 108.7km/h、

1481rpm、スライスの打球スピードと回転数は、

76.7km/h、2469rpm であった。分散分析の結果、打

球スピード、回転数ともにトップスピンとスライス

の間に有意な差がみられた（p<0.01）。  

表表11：：両両手手打打ちち選選手手のの打打球球ススピピーードドとと回回転転数数

片手打ちの選手においても打球スピードに有意

な差がみられた（p<0.01）。両手打ち選手、片手打

ち選手どちらのグループにおいても、トップスピン

の打球スピードは 30km/h 以上高い結果となり、両

手打ち選手においては、スライスショットの回転数

が1000rpm程度多いことが明らかとなった。 

加えて、先行研究と比較するとバックハンドのト

ップスピンの打球の分布はフォアハンドと異なる

可能性が示唆された（フォアハンドは回転数が一定

でスピードの幅が大きい横長の分布）。両手打ちの

選手は両手でラケットを持つこと、片手打ちの選手

は打点が体から遠くなることにより、バックハンド

の動作の自由度は小さく、そのことがバックハンド

のトップスピンの回転数が少なくなる原因と考え

られる。男子プロテニス選手はバックハンドにおい

て、状況に応じてスライスを効果的に取り入れるこ

とで、打球スピードと回転数の調整幅を大きくして

いると考えられた。 

図図11：：片片手手打打ちち選選手手のの打打球球ススピピーードドとと回回転転数数のの分分布布  

注注  

本報告はThe International Sports Science and 

Sports Medicine Conference 2020において発表さ

れた「Ball speed and spin rate of backhand 

groundstrokes by professional male tennis 

players -Comparison between Topspin shots and 

Slice shots-」（Murakami et al.）」の内容を再構

成したものである。 
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